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日本←→世界中の楽器

　

春
三
月
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
暗
く
重
く

沈
み
が
ち
な
兎
年
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
は

飛
龍
の
年
と
な
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
。昨
年
十
一
月
、

名
古
屋
ア
リ
ア
ナ
平
和
基
金
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
歴
史
や
文
化
を
広
く
紹
介
し
、
戦
後
復
興
の
支

援
活
動
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
）

が
開
催
し
た
集
会
に
招
か
れ
出
席
し
た
。
そ
の
と

き
多
く
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
留
学
生
が
来
席
し
て
い

た
の
に
驚
い
た
が
、
聞
い
て
み
る
と
国
際
協
力
機

構
（
J
I
C
A
）
が
招
い
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ

れ
ま
で
も
J
I
C
A
は
人
材
育
成
の
名
の
も
と
に

多
く
の
国
々
か
ら
経
済
開
発
の
推
進
力
と
な
る
人

び
と
を
招
聘
し
て
き
た
が
、
今
回
の
五
〇
〇
人
に

及
ぶ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
留
学
生
の
受
け
入
れ
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
平
和
構
築
の
中
核
に

な
る
人
材
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は

や
や
色
合
い
を
異
に
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
生
活
習
慣
・
文
化
の
違
い
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
が
起
こ
る
に
違
い
な
い
が
、
こ
こ
ろ
広
や
か
に

迎
え
入
れ
れ
ば
、
そ
の
克
服
も
さ
し
て
困
難
で
は

な
い
。
ま
た
若
者
に
は
そ
れ
を
超
え
て
ゆ
く
だ
け

の
し
な
や
か
な
バ
ネ
が
あ
る
と
信
ず
る
。

　

一
九
六
四
年
に
、
私
が
学
術
調
査
団
の
一
員
と

し
て
初
め
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
赴
い
た
と
き
、
バ

ン
コ
ク
か
ら
搭
乗
し
て
き
た
欧
米
人
の
ア
ジ
ア
人

に
対
す
る
無
礼
は
目
に
余
る
も
の
あ
っ
た
。
戦
後
の

傷
跡
が
ま
だ
深
く
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

通
貨
に
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
て
、
１
ド
ル
＝
三
五

〇
円
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
か
な
か

ド
ル
の
購
入
が
で
き
ず
、
四
五
〇
円
の
闇
レ
ー
ト

で
な
け
れ
ば
換
金
が
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
国
力

の
低
下
を
示
す
も
っ
と
も
判
り
や
す
い
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
で
あ
っ
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
そ
の
後
の
思
い
出
は
『
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
想
う　

往
還
半
世
紀
』（
明
石

書
店
・
二
〇
一
〇
年
）
で
も
ふ
れ
た
が
、
こ
の
国

と
の
出
会
い
が
私
の
人
生
の
歩
み
に
決
定
的
な
影

響
を
与
え
、
自
分
の
人
間
と
し
て
の
思
想
の
形
成

に
お
い
て
、
一
つ
の
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
っ
た

こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
至
る
道
筋
は
、

い
く
つ
か
の
偶
然
が
結
ば
れ
あ
い
、と
き
に
切
断
し
、

ふ
た
た
び
繋
ぎ
と
め
た
り
し
て
曲
折
を
か
さ
ね
、

よ
う
や
く
に
辿
り
得
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。

「
道
の
曲
折
を
恐
れ
ず
」
と
叫
ん
だ
ニ
ー
チ
ェ
の
言

葉
の
ず
し
り
と
し
た
重
さ
が
実
感
さ
れ
る
。

　

旧
制
の
中
学
に
入
っ
た
と
き
、
私
は
田
舎
に
ひ

と
り
残
さ
れ
、
豆
ば
か
り
の
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、

中
学
の
坂
道
を
登
っ
た
。
初
め
て
目
に
す
る
英
語

の
教
科
書
に
茫
然
と
ま
な
ざ
し
を
凝
ら
し
、
理
科

の
実
験
室
の
人
骨
標
本
に
み
と
れ
、
夏
休
み
に
な

る
と
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
担
ぎ
、
父
や
母
が
疎
開
し

て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
離
れ
た
田
舎
へ
と
、
煤
だ
ら

け
の
汽
車
に
乗
っ
て
焼
け
跡
の
中
を
走
り
、
鉄
橋

の
落
ち
た
木
曽
川
を
小
舟
で
渡
り
、
ま
た
汽
車
を

乗
り
継
い
で
帰
っ
た
。
そ
の
往
来
の
な
か
で
私
の
興

味
は
ば
ら
ば
ら
と
な
り
、
最
初
の
英
語
の
試
験
は

惨
憺
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
字
の
面
白
さ
に
惹

か
れ
、
中
身
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ

の
と
き
ひ
と
り
の
先
生
に
出
会
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
は

い
き
な
り
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
で
あ
っ
た
。
ひ
た
す
ら

暗
記
し
て
覚
え
た
。
先
生
は
覚
え
て
き
た
だ
け
を

皆
の
前
で
朗
唱
さ
せ
、
そ
の
長
さ
を
も
っ
て
成
績
と

し
た
。
と
き
に
は
群
を
抜
く
こ
と
も
あ
り
、
自
信

と
な
っ
た
。
車
窓
に
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、ハ
ム
レ
ッ

ト
の
せ
り
ふ
、
ホ
レ
イ
シ
ョ
の
呟
き
、
そ
れ
を
口
ず

さ
む
の
が
自
然
と
な
っ
た
。
文
学
ら
し
い
な
に
も
の

か
が
、
体
の
奥
深
く
に
小
さ
く
ぶ
く
っ
と
泡
立
つ
の

を
感
じ
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
幾
度
も
足
を
運
ん
だ
が
、

褐
色
の
山
肌
、
羊
の
群
れ
が
あ
げ
る
ゆ
る
や
か
な

土
煙
り
、
流
れ
る
川
の
瀬
音
、
チ
ナ
ー
ル
の
樹
々

の
葉
擦
れ
の
音
、
目
も
耳
も
そ
の
微
妙
な
変
化
を

捉
え
る
こ
と
は
、
み
な
こ
の
さ
さ
や
か
な
初
源
の

感
性
の
和
み
に
あ
る
と
、
い
ま
も
思
っ
て
い
る
。

　

一
九
六
八
年
、
パ
リ
で
学
生
た
ち
に
よ
る
現
状

の
変
革
を
求
め
る
運
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
私
は

そ
の
と
き
、
次
の
年
再
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
ゆ
く

準
備
と
、仲
間
た
ち
と
ブ
レ
ヒ
ト
の
『
肝
っ
玉
お
母
』

上
演
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
明
け
暮
れ
て

い
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ロ
ー
ラ
ン
・

バ
ル
ト
と
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
、
メ
ル
ロ
ー
・
ポ
ン
テ
ィ

と
フ
ー
コ
ー
、
渦
巻
く
紛
争
、
混
沌
と
し
た
出
口

な
し
の
状
況
、
矛
盾
と
葛
藤
、
私
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
は
こ
れ
ら
を
包
む
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
文
化
遺

産
保
護
な
ど
い
う
ユ
ネ
ス
コ
ら
し
い
文
化
理
念
の

推
進
の
た
め
に
の
み
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
足
を
運
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
。
世
紀
に
渉
っ
て
あ
ら
ゆ
る
苦

難
を
背
負
い
つ
づ
け
る
こ
の
国
に
は
、
人
間
の
苦
渋

や
苦
悩
、
思
想
の
軽
さ
も
重
さ
も
、
あ
り
の
ま
ま

に
抱
擁
で
き
る
し
な
や
か
さ
が
宿
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
こ
の
国
が
豊
か
な
未
来
を
有
し
て
い
る
な
に

よ
り
揺
る
が
ぬ
証
拠
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
は
こ
の

愛
す
べ
き
国
と
向
き
合
い
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

昨
年
末
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
で
文

化
に
よ
る
国
造
り
の
象
徴
と
し
て
バ
ー
ミ
ヤ
ン
博
物

館
の
建
設
が
語
ら
れ
た
。
私
は
燃
え
る
。

〜
愛
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
往
還
五
〇
年
〜

メ
モ
ワ
ー
ル
、
過
去
・
現
在
・
未
来

和
光
大
学
名
誉
教
授
　
　
　
　
　
　
　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
研
究
所
所
長
　
前
田
耕
作

会
報

第
十
九
号

風流　第十九号１

N
P
O
法
人   

国
際
芸
術
家
セ
ン
タ
ー  （
I
A
C
）会
報

二
〇
一
二
年
一
月
一
日
発
行

題
字
背
景
●「
こ
ん
に
ち
は
大
使
館
」コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
編（
本
号
二
ペ
ー
ジ
参
照
）　
同
国
の
工
芸
品
　
写
真

：

藤
倉
明
治

世界各地の民族楽器を写真とともに
インターネットで紹介

４

広　　告

フィジー島の鼻笛ファグファグオーストリア・チロル地方のチター演奏

スペインのグラナダ郊外のロマ（＝ジプシー）の
歌と踊り

　「楽器地球儀 / 世界の民族楽器」というホームページを開設して
から 10 年目になります。毎週土曜日、楽器と演奏状況の写真と解
説を更新しているうちに、いつの間にか総数は 480 項目というかな
りの数になってしまいました。
　写真を写すという仕事柄、さまざまな土地を訪ねる機会が多かっ
たので、その土地の人たちが楽しむ音楽を聴く機会に何度も出会い
ました。そうしているうちに未開の地や小さな村、また都市でその土
地の人たちの異質な音楽の魅力に取り付かれてしまっていました。
私は写真家だから、その場の音楽と演奏する人たちを映像にしたい、
でも音は写真に写らない。そこで思いついたのが、楽器に焦点をあ
てることでした。
　フィジー島の村に滞在したときはびっくりでした。鼻で吹く笛があ
るのです。ファグファグという笛で、片方の鼻の穴を笛の吹き口にあ
て、片方の鼻の穴を指でふさいで鼻息で演奏します。この地では鼻
の息には精霊が宿っていると考えられているから、その音は神の響
きだという話。
　また、山と田園の広がるオーストリア・チロル地方では、10 室ほ
どの瀟洒なホテルの酒場に夜になると土地の人たちが集まってきて、

チターの演奏に合わせてチロ
ル地方の歌が始まるのでし
た。近隣の人たちの憩いの場
だったのです。
　南インドのタンジャブールと
いう小さな都市で南インドの
カルナータカ音楽の集いがあ
りました。カービリ川の砂地
の河原にしつらえられたテント
の会場です。土地独特の楽器
の演奏や歌を三日三晩砂地の
上に直接座ってタミル語の人
たちに混じって、聴く機会に
も恵まれました。

　HP ではまだ未公開
ですが、スペインのグ
ラナダ郊外にある丘で
は、住んでいるロマ（＝
ジプシー）の人たちに音楽を乞うと、ギターと歌と踊りが始まり、携
えた数本のワインが空になるまで続く、といったこともありました。
　これらは一例ですが、そうした風土の中の人と音楽と楽器との出
会いを紹介していますので、一度訪ねてみてください。

楽器地球儀のアドレス：
http://www004.upp.so-net.ne.jp/amfujikura/

( 文と写真：藤倉明治　IAC 会員）

風流の紙面に欠かせないものは、写真家の藤倉明治さんの臨場感のある写真です。
その写真の技術は、世界各地の民族楽器を紹介しているご自身のホームページでも十分に
発揮されています。このホームページは、藤倉さんにとって「わがまち」といえるのではな
いでしょうか。世界中とつながっている藤倉さんの「わがまち」を、是非、ご訪問ください。
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会員として活動に参加してください。
年会費：個人１万円　法人５万円（一口）
「風流」の同行取材にご協力いただけ
る方を募集しています。
広告を募集しています。

●

●

●
「風流」やIACホームページへの広告で、貴社、貴店の
 PRとともにIACの活動をサポートしてください。

一緒に実現する
IACの文化交流

広　　告

【ペット似顔絵 .com】
http://petnigaoe.com/アクセス 

▲

ペットからのメッセージを
　　入れた似顔絵を贈ります。

■天国のペットからのメッセージ
■お友達への贈り物　など

南インドのカルナータカ音楽の集い



▲等身大のドログバ選手が
　お出迎え

▲コートジボワール共和国
　　　　　　　特命全権大使
Jérôme Klôh WEYA
( ジェローム クロー ウェヤ）氏

▲

伝統的な民族衣装 Pagne Baoulé ( パーニュ バウレ )　
　Pagne はアフリカの布で男女とも着用、Baoulé は、
　コートジボワールの一部族の名前です。
　天然の綿素材で、手作業で織られます。
　これはブアケ（政治上の首都であるヤムスクロの近く）
　地方のものです。

▲

工芸品

▲最大の輸出産品のカカオ豆
　殻の中身はまさしく砂糖を加える
　前のチョコレートの風味

■
　
事
務
局
便
り
　
■

「食から知る民族文化」は３・１１後は、国際交流事業がむず
かしく、しばらくお休みをしていましたが、ようやく人気シ
リーズ再開です。７回目で取り上げるのは、アフリカの優等生、
ボツワナです。第一部は、ボツワナ大使館の外交官による国
紹介のレクチャー、２部ではお国の料理を習い全員一緒に調
理し、会食をします。
日時：２０１２年１月２８日 ( 土 ) 午後２時～６時
会場：港区田町リーブラ
参加料：２０００円（IAC 会員は１０００円）です。
お申込み、お問い合わせは IAC 事務局へ

「伝統工芸品から見る各国文化」の事業を立ち上げます。この
事業の目的は、「こんにちは、大使館」の記事からもみなさん
にご紹介している世界各国の伝統・美術工芸品、雑貨などを

ＩＡＣが新設・運営するインターネットショップでも紹介、
販売することで、その製品から、各国の文化、歴史を知り、
それぞれの国への更なる理解を促す各国大使館とＩＡＣとの
協力の文化交流事業の一環です。最初に取り上げるのは、ウ
ガンダ国。ご期待ください。

２０１２年６月３日に「壬生の花田植」を現地で見学してく
ださい。ユネスコ世界無形文化遺産に指定された瑞穂の国の
民族文化を誇らしく感じます。IAC でツアーを企画します。
詳細は事務局にお問い合わせください。

（事務局：金屋輝美）

美
し
い
衣
装
を
身
に
つ
け
た
人
や
牛
、

華
や
か
な
歌
声
と
囃
し
に
彩
ら
れ
る

「
壬
生
（
み
ぶ
）
の
花
田
植
」　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定
!!

　「
壬
生
の
花
田
植
」
は
国
際
芸
術
家
セ
ン
タ
ー
の

日
本
民
族
舞
踊
団
の
演
目
「
囃
し
田
」
の
元
と
な
っ

た
広
島
県
北
広
島
町
の
民
俗
芸
能
で
す
。
人
も
牛

も
着
飾
っ
て
豊
穣
を
祈
願
し
、
囃
し
と
歌
に
合
わ

せ
て
田
植
え
を
す
る
こ
の
「
壬
生
の
花
田
植
」
が
、

十
一
月
二
七
日
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
、
六
月
第

一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
壬
生
の
花
田
植
」
へ
の

見
学
ツ
ア
ー
を
I
A
C
で
企
画
し
ま
す
。
ご
興
味

が
あ
る
方
は
、
事
務
局
に
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　「
壬
生
の
花
田
植
」
に
つ
い
て
以
下
、
北
広
島
町

か
ら
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

稲
は
収
穫
量
も
多
く
、
毎
年
続
け
て
栽
培
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
大
変
優
れ
た
作
物
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
難
点
は
農
繁
期
と
農
閑
期
が
あ
る
こ
と
で
、
田
植

え
と
稲
刈
り
の
時
期
に
は
過
重
な
労
働
を
集
中
的
に
行

わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
田
植
歌
が
工
夫

さ
れ
、
歌
に
あ
わ
せ
て
田
植
え
を
し
て
作
業
の
能
率
を

あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
苦
し
い
作
業
田
植
え
の
最
後
に
、

地
域
の
有
力
者
が
主
催
し
て
、
一
番
大
き
な
田
で
に
ぎ

や
か
に
囃
し
な
が
ら
ハ
レ
の
田
植
え
を
し
た
の
が
「
囃

し
田
」
で
す
。

　

太
鼓
・
小
太
鼓
・
笛
・
手
打
鉦
等
に
よ
る
「
囃
し
」

や
田
植
歌
に
合
わ
せ
て
早
乙
女
た
ち
が
苗
を
植
え
る
も

の
で
、
人
も
牛
も
着
飾
っ
て
、
大
き
な
田
に
集
ま
っ
て
盛

大
に
豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。
囃
し
と
歌
を
指
揮
す
る
人

は
、
稲
を
守
護
す
る
神
（
田
の
神
）
と
同
じ
く
「
さ
ん

ば
い
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
事
は
「
大

田
植
」「
大
田
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
「
花
田
植
」

へ
つ
な
が
り
ま
す
。

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
花
田
植
は
一
時
、
途
絶

え
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
農
作
業
の
近
代
化
が
強
力
に

推
し
進
め
ら
れ
、
賑
や
か
に
歌
を
歌
う
田
植
え
は
時
代

錯
誤
と
考
え
ら
れ
た
の
で
す
。
ハ
レ
の
田
植
え
と
し
て

の
花
田
植
が
復
活
す
る
の
は
、
昭
和
初
期
の
こ
と
で
す
。

花
田
植
は
、
稲
作
を
お
こ
な
っ
て
き
た
日
本
人
の
生
活

の
あ
り
さ
ま
を
よ
く
示
す
行
事
と
い
え
ま
す
。
一
九
七

六
年
、
川
東
（
か
わ
ひ
が
し
）・
壬
生
（
み
ぶ
）
両
田

楽
団
か
ら
な
る
「
壬
生
の
花
田
植
」
が
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
を
う
け
、
二
〇
一
一
年
十
一

月
二
七
日
に
ユ
ネ
ス
コ
に
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

I
A
C
の
文
化
交
流
の
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
各

国
在
日
大
使
館
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ
い
て

「
食
か
ら
知
る
民
族
文
化
」や「
民
族
芸
術
シ
リ
ー
ズ
」

と
は
別
の
切
り
口
で
こ
の
紙
面
か
ら
ご
紹
介
し
ま

す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
引
き
続
き
I
A
C
会
員
の
取

材
で
構
成
し
ま
す
。ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
事
務
局

に
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

東
京
・
渋
谷
区
上
原
の
閑
静
な
住
宅
地
の
中
に

立
つ
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
大
使
館
。
玄
関
を
入
る
と

目
の
前
に
等
身
大
の
サ
ッ
カ
ー
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
写

真
が
。
サ
ッ
カ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ
の
名
門
チ
ェ
ル
シ
ー
で
活
躍
す
る
ド
ロ
グ
バ
選
手

だ
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
チ
ェ
ル
シ
ー
の
そ
れ
で
は
な
く

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
そ
れ
。

オ
レ
ン
ジ
と
緑
の
二
色
。
同
国
の
国
旗
の
色
に
基
づ

い
て
い
る
。「
ド
ロ
グ
バ
選
手
は
わ
が
国
の
誇
り
で
す
。

国
民
的
英
雄
で
す
。
も
と
も
と
わ
が
国
が
フ
ラ
ン
ス

の
植
民
地
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
サ
ッ
カ
ー
は
盛
ん
で

し
た
が
、
独
立
後
は
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
ま
し

た
」
と
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ク
ロ
ー
・
ウ
ェ
ヤ
大
使
。

　

ア
フ
リ
カ
西
海
岸
に
あ
る
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
は

日
本
に
は
な
じ
み
深
い
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
よ

う
だ
。
昔
、
学
校
で
「
象
牙
海
岸
」
と
し
て
教
わ
っ

た
が
、
今
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
読
み
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
と
な
っ
た
。「
本
当
に
象
牙
を
た
く
さ
ん
輸
出
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
の
問
い
に
大
使
は
「
象

は
い
ま
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
象
牙
を
大
量
に
輸

出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
答

え
。

　

今
や
、
同
国
の
最
大
の
輸
出
産
品
は
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
コ
コ
ア
な
ど
の
原
料
と
な
る
カ
カ
オ
豆
や
コ
ー

ヒ
ー
豆
だ
。
特
に
カ
カ
オ
豆
は
世
界
で
最
大
の
輸
出

国
で
あ
る
。
日
本
に
は
年
間
一
三
〇
八
ト
ン
が
輸
出

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
カ
カ
オ
の
一
大
生
産
国
に
な
っ

た
の
は
独
立
（
一
九
六
〇
年
）
後
の
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・

ウ
フ
ェ
＝
ボ
ワ
ニ
初
代
大
統
領
の
政
策
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
い
う
。
同
大
統
領
は
品
質
の
よ
い
カ

カ
オ
豆
、
コ
ー
ヒ
ー
を
栽
培
し
た
農
家
に
賞
を
与
え

る
な
ど
し
て
農
家
同
士
を
競
わ
せ
た
。
こ
の
刺
激
策

の
効
果
で
質
、
量
と
も
に
高
ま
っ
た
と
い
う
。
ま
た

日
本
の
経
済
的
発
展
に
関
心
を
持
っ
た
同
大
統
領

は
、
日
本
を
モ
デ
ル
国
と
し
て
捉
え
、
一
九
六
九
年

東
京
に
大
使
館
を
設
置
、
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

中
で
か
な
り
早
い
方
だ
っ
た
と
い
う
。

　

大
使
は
外
務
大
臣
の
官
房
長
相
当
の
ポ
ス
ト
か
ら

最
近
東
京
に
着
任
し
た
。「
日
本
は
初
め
て
の
国
で

す
が
、
人
々
の
礼
儀
正
し
さ
、
秩
序
正
し
さ
、
や

さ
し
さ
な
ど
を
す
ぐ
に
感
じ
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、

三
・
一
一
の
大
震
災
の
大
き
な
被
害
に
も
め
げ
ず
に
、

復
興
に
向
け
て
勇
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に

も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
」
と
大
使
。

　

当
面
の
大
使
の
活
動
目
標
は
、
カ
カ
オ
豆
の
対
日

輸
出
拡
大
。「
今
で
も
、
日
本
の
皆
さ
ん
が
食
べ
て

い
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
産
の
カ

カ
オ
豆
が
相
当
入
っ
て
い
ま
す
。
チ
ョ
コ
を
食
べ
る
と

き
は
わ
が
国
の
事
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
」
と

売
り
込
み
に
懸
命
だ
。

文
：
山
下
靖
典
（
I
A
C
顧
問
）

写
真
：
藤
倉
明
治
（
I
A
C
会
員
）

＜資料と写真：北広島町教育委員会提供＞

今回紹介した花田植が行われる北広島
町は，中国山地の稜線付近に位置し、瀬
戸内海沿岸部と比べると降水量が多
く、特に冬期にその傾向が強く、中国山
地内陸型の特色を表しています。
また、町のうち芸北エリアでは冬期の
積雪量が多く、スキー場が多数立地し、
大朝エリアもそれに準じた気候条件で
あり、夏期は比較的清涼な気候となっ
ています。

モーリタニア

マリ

ニジェール

ブルキナ
ファソ

ガーナ

トーゴ
ベナン

ナイジェリア

ガンビア

ギニア＝
ビサワ

ギニア

シェラ
レオネ

リベリア

コート
ジボワール

アビジャン
サン・ペドロ

ギニア湾

セネガル

こ
ん
に
ち
は
、
大
使
館
【 

第
９
回 

】

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

玄
関
に
ド
ロ
グ
バ
の
等
身
大
写
真
像

最
大
の
輸
出
産
品
は
カ
カ
オ
豆

「
チ
ョ
コ
を
食
べ
る
と
き
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
を
思
い
浮
か
べ
て
」

島根県

鳥取県

岡山県

香川県

徳島県愛媛県

山口県

北広島

広島
広島県

面　　　積：322,460 平方キロメートル（日本の約 0.9 倍）
主要農産物：カカオ豆（生産量世界第一位、毎年 1,300,000 トンを生産）、コーヒー豆、ゴム、とうもろこし、
　　　　　　米、砂糖きび、カシューナッツ、綿、パーム油、パイナップル、バナナ
設　　　備：二つの大きな港があります。ひとつはアビジャンに位置し、西アフリカでもっとも近代的な
　　　　　　港のひとつといわれ、もうひとつはサン･ペドロにあり、共に活発に国の流通基盤を支えてい
　　　　　　ます。また、コートジボワールと海外を結ぶ定期航空便も飛んでいます。
国民の性格：コートジボワール国歌の歌詞にも “Land of hospitality…”と唄われているように、ホスピタリ
　　　　　　ティに溢れた国民性です。

コートジボワール情報



▲等身大のドログバ選手が
　お出迎え

▲コートジボワール共和国
　　　　　　　特命全権大使
Jérôme Klôh WEYA
( ジェローム クロー ウェヤ）氏

▲

伝統的な民族衣装 Pagne Baoulé ( パーニュ バウレ )　
　Pagne はアフリカの布で男女とも着用、Baoulé は、
　コートジボワールの一部族の名前です。
　天然の綿素材で、手作業で織られます。
　これはブアケ（政治上の首都であるヤムスクロの近く）
　地方のものです。

▲

工芸品

▲最大の輸出産品のカカオ豆
　殻の中身はまさしく砂糖を加える
　前のチョコレートの風味

■
　
事
務
局
便
り
　
■

「食から知る民族文化」は３・１１後は、国際交流事業がむず
かしく、しばらくお休みをしていましたが、ようやく人気シ
リーズ再開です。７回目で取り上げるのは、アフリカの優等生、
ボツワナです。第一部は、ボツワナ大使館の外交官による国
紹介のレクチャー、２部ではお国の料理を習い全員一緒に調
理し、会食をします。
日時：２０１２年１月２８日 ( 土 ) 午後２時～６時
会場：港区田町リーブラ
参加料：２０００円（IAC 会員は１０００円）です。
お申込み、お問い合わせは IAC 事務局へ

「伝統工芸品から見る各国文化」の事業を立ち上げます。この
事業の目的は、「こんにちは、大使館」の記事からもみなさん
にご紹介している世界各国の伝統・美術工芸品、雑貨などを

ＩＡＣが新設・運営するインターネットショップでも紹介、
販売することで、その製品から、各国の文化、歴史を知り、
それぞれの国への更なる理解を促す各国大使館とＩＡＣとの
協力の文化交流事業の一環です。最初に取り上げるのは、ウ
ガンダ国。ご期待ください。

２０１２年６月３日に「壬生の花田植」を現地で見学してく
ださい。ユネスコ世界無形文化遺産に指定された瑞穂の国の
民族文化を誇らしく感じます。IAC でツアーを企画します。
詳細は事務局にお問い合わせください。

（事務局：金屋輝美）

美
し
い
衣
装
を
身
に
つ
け
た
人
や
牛
、

華
や
か
な
歌
声
と
囃
し
に
彩
ら
れ
る

「
壬
生
（
み
ぶ
）
の
花
田
植
」　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定
!!

　「
壬
生
の
花
田
植
」
は
国
際
芸
術
家
セ
ン
タ
ー
の

日
本
民
族
舞
踊
団
の
演
目
「
囃
し
田
」
の
元
と
な
っ

た
広
島
県
北
広
島
町
の
民
俗
芸
能
で
す
。
人
も
牛

も
着
飾
っ
て
豊
穣
を
祈
願
し
、
囃
し
と
歌
に
合
わ

せ
て
田
植
え
を
す
る
こ
の
「
壬
生
の
花
田
植
」
が
、

十
一
月
二
七
日
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
、
六
月
第

一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
壬
生
の
花
田
植
」
へ
の

見
学
ツ
ア
ー
を
I
A
C
で
企
画
し
ま
す
。
ご
興
味

が
あ
る
方
は
、
事
務
局
に
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　「
壬
生
の
花
田
植
」
に
つ
い
て
以
下
、
北
広
島
町

か
ら
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

稲
は
収
穫
量
も
多
く
、
毎
年
続
け
て
栽
培
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
大
変
優
れ
た
作
物
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
難
点
は
農
繁
期
と
農
閑
期
が
あ
る
こ
と
で
、
田
植

え
と
稲
刈
り
の
時
期
に
は
過
重
な
労
働
を
集
中
的
に
行

わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
田
植
歌
が
工
夫

さ
れ
、
歌
に
あ
わ
せ
て
田
植
え
を
し
て
作
業
の
能
率
を

あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
苦
し
い
作
業
田
植
え
の
最
後
に
、

地
域
の
有
力
者
が
主
催
し
て
、
一
番
大
き
な
田
で
に
ぎ

や
か
に
囃
し
な
が
ら
ハ
レ
の
田
植
え
を
し
た
の
が
「
囃

し
田
」
で
す
。

　

太
鼓
・
小
太
鼓
・
笛
・
手
打
鉦
等
に
よ
る
「
囃
し
」

や
田
植
歌
に
合
わ
せ
て
早
乙
女
た
ち
が
苗
を
植
え
る
も

の
で
、
人
も
牛
も
着
飾
っ
て
、
大
き
な
田
に
集
ま
っ
て
盛

大
に
豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。
囃
し
と
歌
を
指
揮
す
る
人

は
、
稲
を
守
護
す
る
神
（
田
の
神
）
と
同
じ
く
「
さ
ん

ば
い
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
事
は
「
大

田
植
」「
大
田
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
「
花
田
植
」

へ
つ
な
が
り
ま
す
。

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
花
田
植
は
一
時
、
途
絶

え
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
農
作
業
の
近
代
化
が
強
力
に

推
し
進
め
ら
れ
、
賑
や
か
に
歌
を
歌
う
田
植
え
は
時
代

錯
誤
と
考
え
ら
れ
た
の
で
す
。
ハ
レ
の
田
植
え
と
し
て

の
花
田
植
が
復
活
す
る
の
は
、
昭
和
初
期
の
こ
と
で
す
。

花
田
植
は
、
稲
作
を
お
こ
な
っ
て
き
た
日
本
人
の
生
活

の
あ
り
さ
ま
を
よ
く
示
す
行
事
と
い
え
ま
す
。
一
九
七

六
年
、
川
東
（
か
わ
ひ
が
し
）・
壬
生
（
み
ぶ
）
両
田

楽
団
か
ら
な
る
「
壬
生
の
花
田
植
」
が
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
を
う
け
、
二
〇
一
一
年
十
一

月
二
七
日
に
ユ
ネ
ス
コ
に
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

I
A
C
の
文
化
交
流
の
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
各

国
在
日
大
使
館
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ
い
て

「
食
か
ら
知
る
民
族
文
化
」や「
民
族
芸
術
シ
リ
ー
ズ
」

と
は
別
の
切
り
口
で
こ
の
紙
面
か
ら
ご
紹
介
し
ま

す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
引
き
続
き
I
A
C
会
員
の
取

材
で
構
成
し
ま
す
。ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
事
務
局

に
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

東
京
・
渋
谷
区
上
原
の
閑
静
な
住
宅
地
の
中
に

立
つ
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
大
使
館
。
玄
関
を
入
る
と

目
の
前
に
等
身
大
の
サ
ッ
カ
ー
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
写

真
が
。
サ
ッ
カ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ
の
名
門
チ
ェ
ル
シ
ー
で
活
躍
す
る
ド
ロ
グ
バ
選
手

だ
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
チ
ェ
ル
シ
ー
の
そ
れ
で
は
な
く

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
そ
れ
。

オ
レ
ン
ジ
と
緑
の
二
色
。
同
国
の
国
旗
の
色
に
基
づ

い
て
い
る
。「
ド
ロ
グ
バ
選
手
は
わ
が
国
の
誇
り
で
す
。

国
民
的
英
雄
で
す
。
も
と
も
と
わ
が
国
が
フ
ラ
ン
ス

の
植
民
地
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
サ
ッ
カ
ー
は
盛
ん
で

し
た
が
、
独
立
後
は
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
ま
し

た
」
と
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ク
ロ
ー
・
ウ
ェ
ヤ
大
使
。

　

ア
フ
リ
カ
西
海
岸
に
あ
る
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
は

日
本
に
は
な
じ
み
深
い
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
よ

う
だ
。
昔
、
学
校
で
「
象
牙
海
岸
」
と
し
て
教
わ
っ

た
が
、
今
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
読
み
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
と
な
っ
た
。「
本
当
に
象
牙
を
た
く
さ
ん
輸
出
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
の
問
い
に
大
使
は
「
象

は
い
ま
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
象
牙
を
大
量
に
輸

出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
答

え
。

　

今
や
、
同
国
の
最
大
の
輸
出
産
品
は
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
コ
コ
ア
な
ど
の
原
料
と
な
る
カ
カ
オ
豆
や
コ
ー

ヒ
ー
豆
だ
。
特
に
カ
カ
オ
豆
は
世
界
で
最
大
の
輸
出

国
で
あ
る
。
日
本
に
は
年
間
一
三
〇
八
ト
ン
が
輸
出

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
カ
カ
オ
の
一
大
生
産
国
に
な
っ

た
の
は
独
立
（
一
九
六
〇
年
）
後
の
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・

ウ
フ
ェ
＝
ボ
ワ
ニ
初
代
大
統
領
の
政
策
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
い
う
。
同
大
統
領
は
品
質
の
よ
い
カ

カ
オ
豆
、
コ
ー
ヒ
ー
を
栽
培
し
た
農
家
に
賞
を
与
え

る
な
ど
し
て
農
家
同
士
を
競
わ
せ
た
。
こ
の
刺
激
策

の
効
果
で
質
、
量
と
も
に
高
ま
っ
た
と
い
う
。
ま
た

日
本
の
経
済
的
発
展
に
関
心
を
持
っ
た
同
大
統
領

は
、
日
本
を
モ
デ
ル
国
と
し
て
捉
え
、
一
九
六
九
年

東
京
に
大
使
館
を
設
置
、
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

中
で
か
な
り
早
い
方
だ
っ
た
と
い
う
。

　

大
使
は
外
務
大
臣
の
官
房
長
相
当
の
ポ
ス
ト
か
ら

最
近
東
京
に
着
任
し
た
。「
日
本
は
初
め
て
の
国
で

す
が
、
人
々
の
礼
儀
正
し
さ
、
秩
序
正
し
さ
、
や

さ
し
さ
な
ど
を
す
ぐ
に
感
じ
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、

三
・
一
一
の
大
震
災
の
大
き
な
被
害
に
も
め
げ
ず
に
、

復
興
に
向
け
て
勇
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に

も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
」
と
大
使
。

　

当
面
の
大
使
の
活
動
目
標
は
、
カ
カ
オ
豆
の
対
日

輸
出
拡
大
。「
今
で
も
、
日
本
の
皆
さ
ん
が
食
べ
て

い
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
産
の
カ

カ
オ
豆
が
相
当
入
っ
て
い
ま
す
。
チ
ョ
コ
を
食
べ
る
と

き
は
わ
が
国
の
事
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
」
と

売
り
込
み
に
懸
命
だ
。

文
：
山
下
靖
典
（
I
A
C
顧
問
）

写
真
：
藤
倉
明
治
（
I
A
C
会
員
）

＜資料と写真：北広島町教育委員会提供＞

今回紹介した花田植が行われる北広島
町は，中国山地の稜線付近に位置し、瀬
戸内海沿岸部と比べると降水量が多
く、特に冬期にその傾向が強く、中国山
地内陸型の特色を表しています。
また、町のうち芸北エリアでは冬期の
積雪量が多く、スキー場が多数立地し、
大朝エリアもそれに準じた気候条件で
あり、夏期は比較的清涼な気候となっ
ています。

モーリタニア

マリ

ニジェール

ブルキナ
ファソ

ガーナ

トーゴ
ベナン

ナイジェリア

ガンビア

ギニア＝
ビサワ

ギニア

シェラ
レオネ

リベリア

コート
ジボワール

アビジャン
サン・ペドロ

ギニア湾

セネガル

こ
ん
に
ち
は
、
大
使
館
【 

第
９
回 

】

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

玄
関
に
ド
ロ
グ
バ
の
等
身
大
写
真
像

最
大
の
輸
出
産
品
は
カ
カ
オ
豆

「
チ
ョ
コ
を
食
べ
る
と
き
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
を
思
い
浮
か
べ
て
」

島根県

鳥取県

岡山県

香川県

徳島県愛媛県

山口県

北広島

広島
広島県

面　　　積：322,460 平方キロメートル（日本の約 0.9 倍）
主要農産物：カカオ豆（生産量世界第一位、毎年 1,300,000 トンを生産）、コーヒー豆、ゴム、とうもろこし、
　　　　　　米、砂糖きび、カシューナッツ、綿、パーム油、パイナップル、バナナ
設　　　備：二つの大きな港があります。ひとつはアビジャンに位置し、西アフリカでもっとも近代的な
　　　　　　港のひとつといわれ、もうひとつはサン･ペドロにあり、共に活発に国の流通基盤を支えてい
　　　　　　ます。また、コートジボワールと海外を結ぶ定期航空便も飛んでいます。
国民の性格：コートジボワール国歌の歌詞にも “Land of hospitality…”と唄われているように、ホスピタリ
　　　　　　ティに溢れた国民性です。

コートジボワール情報
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春
三
月
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
暗
く
重
く

沈
み
が
ち
な
兎
年
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
は

飛
龍
の
年
と
な
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
。昨
年
十
一
月
、

名
古
屋
ア
リ
ア
ナ
平
和
基
金
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
歴
史
や
文
化
を
広
く
紹
介
し
、
戦
後
復
興
の
支

援
活
動
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
）

が
開
催
し
た
集
会
に
招
か
れ
出
席
し
た
。
そ
の
と

き
多
く
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
留
学
生
が
来
席
し
て
い

た
の
に
驚
い
た
が
、
聞
い
て
み
る
と
国
際
協
力
機

構
（
J
I
C
A
）
が
招
い
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ

れ
ま
で
も
J
I
C
A
は
人
材
育
成
の
名
の
も
と
に

多
く
の
国
々
か
ら
経
済
開
発
の
推
進
力
と
な
る
人

び
と
を
招
聘
し
て
き
た
が
、
今
回
の
五
〇
〇
人
に

及
ぶ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
留
学
生
の
受
け
入
れ
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
平
和
構
築
の
中
核
に

な
る
人
材
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は

や
や
色
合
い
を
異
に
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
生
活
習
慣
・
文
化
の
違
い
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
が
起
こ
る
に
違
い
な
い
が
、
こ
こ
ろ
広
や
か
に

迎
え
入
れ
れ
ば
、
そ
の
克
服
も
さ
し
て
困
難
で
は

な
い
。
ま
た
若
者
に
は
そ
れ
を
超
え
て
ゆ
く
だ
け

の
し
な
や
か
な
バ
ネ
が
あ
る
と
信
ず
る
。

　

一
九
六
四
年
に
、
私
が
学
術
調
査
団
の
一
員
と

し
て
初
め
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
赴
い
た
と
き
、
バ

ン
コ
ク
か
ら
搭
乗
し
て
き
た
欧
米
人
の
ア
ジ
ア
人

に
対
す
る
無
礼
は
目
に
余
る
も
の
あ
っ
た
。
戦
後
の

傷
跡
が
ま
だ
深
く
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

通
貨
に
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
て
、
１
ド
ル
＝
三
五

〇
円
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
か
な
か

ド
ル
の
購
入
が
で
き
ず
、
四
五
〇
円
の
闇
レ
ー
ト

で
な
け
れ
ば
換
金
が
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
国
力

の
低
下
を
示
す
も
っ
と
も
判
り
や
す
い
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
で
あ
っ
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
そ
の
後
の
思
い
出
は
『
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
想
う　

往
還
半
世
紀
』（
明
石

書
店
・
二
〇
一
〇
年
）
で
も
ふ
れ
た
が
、
こ
の
国

と
の
出
会
い
が
私
の
人
生
の
歩
み
に
決
定
的
な
影

響
を
与
え
、
自
分
の
人
間
と
し
て
の
思
想
の
形
成

に
お
い
て
、
一
つ
の
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
っ
た

こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
至
る
道
筋
は
、

い
く
つ
か
の
偶
然
が
結
ば
れ
あ
い
、と
き
に
切
断
し
、

ふ
た
た
び
繋
ぎ
と
め
た
り
し
て
曲
折
を
か
さ
ね
、

よ
う
や
く
に
辿
り
得
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。

「
道
の
曲
折
を
恐
れ
ず
」
と
叫
ん
だ
ニ
ー
チ
ェ
の
言

葉
の
ず
し
り
と
し
た
重
さ
が
実
感
さ
れ
る
。

　

旧
制
の
中
学
に
入
っ
た
と
き
、
私
は
田
舎
に
ひ

と
り
残
さ
れ
、
豆
ば
か
り
の
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、

中
学
の
坂
道
を
登
っ
た
。
初
め
て
目
に
す
る
英
語

の
教
科
書
に
茫
然
と
ま
な
ざ
し
を
凝
ら
し
、
理
科

の
実
験
室
の
人
骨
標
本
に
み
と
れ
、
夏
休
み
に
な

る
と
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
担
ぎ
、
父
や
母
が
疎
開
し

て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
離
れ
た
田
舎
へ
と
、
煤
だ
ら

け
の
汽
車
に
乗
っ
て
焼
け
跡
の
中
を
走
り
、
鉄
橋

の
落
ち
た
木
曽
川
を
小
舟
で
渡
り
、
ま
た
汽
車
を

乗
り
継
い
で
帰
っ
た
。
そ
の
往
来
の
な
か
で
私
の
興

味
は
ば
ら
ば
ら
と
な
り
、
最
初
の
英
語
の
試
験
は

惨
憺
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
字
の
面
白
さ
に
惹

か
れ
、
中
身
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ

の
と
き
ひ
と
り
の
先
生
に
出
会
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
は

い
き
な
り
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
で
あ
っ
た
。
ひ
た
す
ら

暗
記
し
て
覚
え
た
。
先
生
は
覚
え
て
き
た
だ
け
を

皆
の
前
で
朗
唱
さ
せ
、
そ
の
長
さ
を
も
っ
て
成
績
と

し
た
。
と
き
に
は
群
を
抜
く
こ
と
も
あ
り
、
自
信

と
な
っ
た
。
車
窓
に
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、ハ
ム
レ
ッ

ト
の
せ
り
ふ
、
ホ
レ
イ
シ
ョ
の
呟
き
、
そ
れ
を
口
ず

さ
む
の
が
自
然
と
な
っ
た
。
文
学
ら
し
い
な
に
も
の

か
が
、
体
の
奥
深
く
に
小
さ
く
ぶ
く
っ
と
泡
立
つ
の

を
感
じ
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
幾
度
も
足
を
運
ん
だ
が
、

褐
色
の
山
肌
、
羊
の
群
れ
が
あ
げ
る
ゆ
る
や
か
な

土
煙
り
、
流
れ
る
川
の
瀬
音
、
チ
ナ
ー
ル
の
樹
々

の
葉
擦
れ
の
音
、
目
も
耳
も
そ
の
微
妙
な
変
化
を

捉
え
る
こ
と
は
、
み
な
こ
の
さ
さ
や
か
な
初
源
の

感
性
の
和
み
に
あ
る
と
、
い
ま
も
思
っ
て
い
る
。

　

一
九
六
八
年
、
パ
リ
で
学
生
た
ち
に
よ
る
現
状

の
変
革
を
求
め
る
運
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
私
は

そ
の
と
き
、
次
の
年
再
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
ゆ
く

準
備
と
、仲
間
た
ち
と
ブ
レ
ヒ
ト
の
『
肝
っ
玉
お
母
』

上
演
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
明
け
暮
れ
て

い
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ロ
ー
ラ
ン
・

バ
ル
ト
と
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
、
メ
ル
ロ
ー
・
ポ
ン
テ
ィ

と
フ
ー
コ
ー
、
渦
巻
く
紛
争
、
混
沌
と
し
た
出
口

な
し
の
状
況
、
矛
盾
と
葛
藤
、
私
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
は
こ
れ
ら
を
包
む
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
文
化
遺

産
保
護
な
ど
い
う
ユ
ネ
ス
コ
ら
し
い
文
化
理
念
の

推
進
の
た
め
に
の
み
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
足
を
運
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
。
世
紀
に
渉
っ
て
あ
ら
ゆ
る
苦

難
を
背
負
い
つ
づ
け
る
こ
の
国
に
は
、
人
間
の
苦
渋

や
苦
悩
、
思
想
の
軽
さ
も
重
さ
も
、
あ
り
の
ま
ま

に
抱
擁
で
き
る
し
な
や
か
さ
が
宿
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
こ
の
国
が
豊
か
な
未
来
を
有
し
て
い
る
な
に

よ
り
揺
る
が
ぬ
証
拠
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
は
こ
の

愛
す
べ
き
国
と
向
き
合
い
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

昨
年
末
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
で
文

化
に
よ
る
国
造
り
の
象
徴
と
し
て
バ
ー
ミ
ヤ
ン
博
物

館
の
建
設
が
語
ら
れ
た
。
私
は
燃
え
る
。

〜
愛
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
往
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世界各地の民族楽器を写真とともに
インターネットで紹介

４

広　　告

フィジー島の鼻笛ファグファグオーストリア・チロル地方のチター演奏

スペインのグラナダ郊外のロマ（＝ジプシー）の
歌と踊り

　「楽器地球儀 / 世界の民族楽器」というホームページを開設して
から 10 年目になります。毎週土曜日、楽器と演奏状況の写真と解
説を更新しているうちに、いつの間にか総数は 480 項目というかな
りの数になってしまいました。
　写真を写すという仕事柄、さまざまな土地を訪ねる機会が多かっ
たので、その土地の人たちが楽しむ音楽を聴く機会に何度も出会い
ました。そうしているうちに未開の地や小さな村、また都市でその土
地の人たちの異質な音楽の魅力に取り付かれてしまっていました。
私は写真家だから、その場の音楽と演奏する人たちを映像にしたい、
でも音は写真に写らない。そこで思いついたのが、楽器に焦点をあ
てることでした。
　フィジー島の村に滞在したときはびっくりでした。鼻で吹く笛があ
るのです。ファグファグという笛で、片方の鼻の穴を笛の吹き口にあ
て、片方の鼻の穴を指でふさいで鼻息で演奏します。この地では鼻
の息には精霊が宿っていると考えられているから、その音は神の響
きだという話。
　また、山と田園の広がるオーストリア・チロル地方では、10 室ほ
どの瀟洒なホテルの酒場に夜になると土地の人たちが集まってきて、

チターの演奏に合わせてチロ
ル地方の歌が始まるのでし
た。近隣の人たちの憩いの場
だったのです。
　南インドのタンジャブールと
いう小さな都市で南インドの
カルナータカ音楽の集いがあ
りました。カービリ川の砂地
の河原にしつらえられたテント
の会場です。土地独特の楽器
の演奏や歌を三日三晩砂地の
上に直接座ってタミル語の人
たちに混じって、聴く機会に
も恵まれました。

　HP ではまだ未公開
ですが、スペインのグ
ラナダ郊外にある丘で
は、住んでいるロマ（＝
ジプシー）の人たちに音楽を乞うと、ギターと歌と踊りが始まり、携
えた数本のワインが空になるまで続く、といったこともありました。
　これらは一例ですが、そうした風土の中の人と音楽と楽器との出
会いを紹介していますので、一度訪ねてみてください。

楽器地球儀のアドレス：
http://www004.upp.so-net.ne.jp/amfujikura/

( 文と写真：藤倉明治　IAC 会員）

風流の紙面に欠かせないものは、写真家の藤倉明治さんの臨場感のある写真です。
その写真の技術は、世界各地の民族楽器を紹介しているご自身のホームページでも十分に
発揮されています。このホームページは、藤倉さんにとって「わがまち」といえるのではな
いでしょうか。世界中とつながっている藤倉さんの「わがまち」を、是非、ご訪問ください。
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会員として活動に参加してください。
年会費：個人１万円　法人５万円（一口）
「風流」の同行取材にご協力いただけ
る方を募集しています。
広告を募集しています。

●

●

●
「風流」やIACホームページへの広告で、貴社、貴店の
 PRとともにIACの活動をサポートしてください。

一緒に実現する
IACの文化交流

広　　告

【ペット似顔絵 .com】
http://petnigaoe.com/アクセス 

▲

ペットからのメッセージを
　　入れた似顔絵を贈ります。

■天国のペットからのメッセージ
■お友達への贈り物　など

南インドのカルナータカ音楽の集い
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